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付
録
② 

 
井
上 

浩
（
い
の
う
え
ひ
ろ
し
）
略
歴 

 

・
日
本
に
お
け
る
サ
ツ
マ
イ
モ
文
化
史
研
究
の
第
一
人
者 

・
元
サ
ツ
マ
イ
モ
資
料
館
館
長 

 

・
日
本
い
も
類
研
究
会
の
元
会
長 

・
一
般
財
団
法
人
い
も
類
振
興
会
の
元
評
議
員 

・
川
越
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
元
委
員 

・
郷
土
史
研
究
家
（
物
産
史
・
民
俗
学
等
） 

 

 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）  

埼
玉
県
の
飯
能
町
（
現
・
飯
能
市
）
で
四
月
五
日
に
生
ま
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
後
、
旧
制
川
越
中
学
校
（
県
立
川
越
高
校
）
を
卒
業
し
、
東
京
教
育
大
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

経
済
学
科
（
現
・
筑
波
大
学
）
を
卒
業
。 

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
県
立
浦
和
高
校
の
社
会
科
教
師
と
な
る
。
は
じ
め
の
五
年
間
は
定
時
制 

 

の
通
信
教
育
部
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
全
日
制
に
移
る
。
（
約
二
十
六
年
間
） 

一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
和
子
夫
人
と
結
婚
し
、
は
じ
め
川
越
市
西
小
仙
波
に
住
み
、
や
が
て
川 

越
市
岸
町
の
現
在
地
に
移
る
。 
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※
昭
和
四
十
年
代
よ
り
「
川
越
い
も
の
歴
史
文
化
」
の
研
究
を
は
じ
め
る
。 

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
十
二
月
、
「
川
越
い
も
の
作
り
初
め
」
の
小
論
を
は
じ
め
て
発
表
。
（
『
埼 

玉
史
談
』
十
八
巻
第
四
号
） 

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
川
越
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
民
俗
担
当
委
員
と
な
る
。
そ
の
後
、
二
〇
一 

五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
ま
で
約
四
十
年
間
努
め
る
。 

一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
県
立
松
山
高
校
社
会
科
教
師
と
し
て
転
勤
す
る
。
（
約
十
二
年
間
） 

一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
埼
玉
県
文
化
団
体
連
合
会
よ
り
第
十
四
回
「
文
化
奨
励
賞
」
を
受
賞
す
る
。 

埼
玉
の
民
俗
学
と
地
方
史
の
研
究
に
よ
る
。 

※
ベ
ー
リ
・
ド
ゥ
エ
ル
氏
と
出
会
い
、
川
越
い
も
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
九
月
～
十
二
月
、
「
川
越
い
も
の
歴
史
展
」
（
蔵
造
り
資
料
館
）
を
企
画
開
催 

 
す
る
。
同
時
に
編
著
・
冊
子
『
川
越
い
も
の
歴
史
』
を
発
刊
。
ま
た
、
川
越
市 

 
 

 

制
六
十
周
年
を
記
念
し
た
市
民
講
座
「
さ
つ
ま
い
も
ト
ー
タ
ル
学
」
の
講
師
を 

 
 

務
め
る
。 

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
十
一
月
、
「
第
一
回
川
越
い
も
祭
」
（
市
立
福
原
公
民
館
）
を
実
行
委
員
と
し 

て
企
画
開
催
す
る
。 

一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
三
月
、
市
民
活
動
団
体
「
川
越
い
も
友
の
会
」
を
発
足
。
そ
の
後
、
中
心
的 

な
役
員
と
し
て
活
躍
。
サ
ツ
マ
イ
モ
復
権
運
動
の
さ
き
が
け
と
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
月
、
『
昭
和
甘
藷
百
珍
・
増
補
改
訂
版
』
（
た
な
か
屋
出
版
部
）
を
発
刊
。 

編
者
川
越
い
も
友
の
会
で
、
井
上
先
生
が
編
集
長
を
務
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
月
、
著
書
『
サ
ツ
マ
イ
モ
の
話
～
川
越
イ
モ
と
そ
の
周
辺
～
』
（
た
な
か
屋 
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出
版
部
）
を
発
刊
す
る
。 

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
五
月
、
田
中
屋
（
田
中
利
明
氏
）
と
川
越
初
の
「
ベ
ニ
ア
カ
焼
酎
」
（
い
も 

作
り
名
人
・
松
崎
新
治
氏
の
紅
赤
使
用
）
を
企
画
協
力
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

著
書
『
川
越
唐
桟
』（
た
な
か
屋
出
版
部
）
を
発
刊
。
こ
の
本
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、 

市
民
有
志
に
よ
る
「
川
越
唐
桟
愛
好
会
」
が
発
足
し
、
川
越
唐
桟
の
復
活
運
動 

が
は
じ
ま
る
。 

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
八
月
、
「
鹿
児
島
カ
ラ
イ
モ
調
査
団
」
（
団
長
・
井
上
先
生
）
と
し
て
鹿
児
島 

県
内
の
指
宿
試
験
地
・
指
宿
図
書
館
・
徳
光
神
社
を
め
ぐ
り
、
鹿
児
島
同
好
会 

と
交
流
。 

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
八
月
、「
中
国
サ
ツ
マ
イ
モ
調
査
団
」（
団
長
・
井
上
先
生
）
と
し
て
北
京
・
済
南
・ 

徐
州
・
南
京
等
の
サ
ツ
マ
イ
モ
研
究
所
を
訪
問
し
交
流
す
る
。 

一
九
九
一
（
平
成
三
）
十
月
、
編
著
『
現
代
中
国
の
サ
ツ
マ
イ
モ
事
情
』
訪
中
報
告
書
を
発
刊
。 

一
九
九
二
（
平
成
四
） 
 

 
 

 

１

 
 

高
校
教
師
を
定
年
。
四
月
、
い
も
膳
の
「
サ
ツ
マ
イ
モ
資
料
館
」
館
長
と
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
館
は
平
成
元
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
三
年
間
は
山
田
が
館
長
を
務
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
館
設
立
の
夢
は
、
昭
和
六
十
年
頃
よ
り
、
井
上
先
生
が
言
い
出
し
た
こ
と 

だ
っ
た
。
一
九
九
五
年
の
「
戦
争
と
サ
ツ
マ
イ
モ
展
」
、
二
〇
〇
五
年
「
サ
ツ
マ 

イ
モ
伝
来
四
百
年
展
」
等
を
企
画
。
二
〇
〇
八
年
六
月
に
閉
館
す
る
ま
で
、
十 

七
年
間
館
長
を
務
め
た
。 

一
九
九
七
（
平
成
九
）
十
月
、
編
著
『
紅
赤
の
百
年
』
冊
子
を
発
刊
。 

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
九
月
、
編
著
『
イ
ラ
ス
ト
吉
田
弥
右
衛
門
物
語
』
冊
子
を
発
刊
。 
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二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
十
月
、
編
著
『
懐
か
し
の
サ
ツ
マ
イ
モ 

太
白
も
の
が
た
り
』
冊
子
を
発
刊
。 

 
 

 
 

『V
e
g
e
c
u
l
t
u
r
e
 
i
n
 
E
a
s
t
e
r
n
 
A
s
i
a
 
a
n
d
 
O
c
e
a
n
i
a

』(

国
立
民
族
学
博
物
館)

 
 

発
行
。
第
五
章
「S

w
e
e
t
 
P
o
t
a
t
o
 
i
n
 
J
a
p
a
n
:
 
I
t
s
 
O
r
i
g
i
n
 
a
n
d
 
U
s
e

」
を 

執
筆
（
英
訳
は
ベ
ー
リ
・
ド
ゥ
エ
ル
氏
）
。 

二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）
九
月
、
編
著
『
焼
き
芋
小
百
科
』
冊
子
を
発
刊
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
、
沖
縄
県
嘉
手
納
町
の
「
野
國
總
管
甘
藷
伝
来
四
百
年
祭
記
念
式
典
」
に 

お
い
て
、
長
年
の
甘
藷
の
啓
蒙
・
啓
発
活
動
に
対
し
「
野
國
總
管
甘
藷
功
労
賞
」 

を
受
賞
す
る
。 

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
ベ
ー
リ
・
ド
ゥ
エ
ル
氏
ら
と
と
も
に
「
小
江
戸
川
越
観
光
親
善
大
使
」
十
三
人 

 
 

 
 

 
 

 
の
一
人
に
選
ば
れ
る
。 

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
一
月
、
『
サ
ツ
マ
イ
モ
事
典
』
（
い
も
類
振
興
会
編
集
）
発
行
。
企
画
編
集
委 

員
を
務
め
る
。 

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
十
月
、
編
著
『
イ
ラ
ス
ト
紅
赤
い
も
歴
史
物
語
』
冊
子
を
発
刊
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月
、
脳
梗
塞
を
起
こ
し
、
一
時
入
院
す
る
。
リ
ハ
ビ
リ
中
も
、
ベ
ッ
ド
の 

上
で
原
稿
を
執
筆
す
る
。 

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
十
月
、
編
著
『
紅
赤
百
二
十
年
の
魅
力
』
冊
子
を
発
刊
。 

二
〇
二
三
（
令
和
五
）

 
 

 
 

 

書
籍
『
川
越
地
方
の
サ
ツ
マ
イ
モ
文
化
史
』
の
原
稿
を
残
し
、
七
月
十
一
日
、 

満
九
十
二
歳
で
逝
去
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
〇
二
三
年
九
月
、
山
田
英
次 

作
成
） 


